
①わかる授業からできる授業へ

○幸手スタンダード授業５の活用
→指導案に位置付け意識向上
○オール幸手でつくる学校自慢

＝実践の手引き＝
→年度初めに全職員に配付し、授業
づくり・学級づくりに活用

②幸手市の課題改善

④家庭学習の習慣化

③教職員研修の充実
○幸手・桜の学びセミナーの開催
→英語科の小中連携をより太くするため
の研修会の実施

○幸手市小・中学校年次教員等研修
→市内の力のある教員に指導者を依頼
し、初任者、２、３、５、１０年次教員等
を対象に授業研究会を実施

○英語科パワーアップシート、確認
テストの作成・実施
○中学校区での合同英語授業の実施
→該当小学校の６年生と担任、中学
校の英語科の教諭、幸手市ALTが
集まって、小中連携を強化

○幸手市統一学力調査の実施

○幸手学びのススメ１０か条・
家庭学習宣言の活用

→家庭学習の手引きとして活用
「今日の学びを家庭で復習」

○幸手市スマートフォン私たちの行動宣言
→家族・友達と共にスマホとの関わり方を決定

○学力向上リーフレットの配付・活用


